千 八 百 〇十〇 年の 春から 夏に 掛けて パ リイに 滞留し 

てゐた 時、 己はォ オギ ュ スト. ドュ パンと 云 ふ 人と 知 

合に なった。 まだ 年の 若い この 男 は 良家の 子で ある。 

その 家柄 は 貴族と 云っても 好い 程で ある。 然るに 度々 

不運な 目に 逢って、 ひどく 貧乏に なった。 その為め に 

意志が 全く 挫けて しまって、 自分で 努力して 生計の 恢 

復を 謀らう ともし なくなった。 幸に 債権者 共が 好意で 

父の 遺産の 一部 を 残して 置いて くれたので、 この 男 は 

その 利 足で けちな 暮し をして ゐる。 贅沢と 云って は 書 

物 を 買って 読む 位の ものである。 この 位の 贅沢 をす る 

の は パリィで はむ づ かしく はない。 



つた。 その 心 持 を 己 は 打ち明けた。 そこでとう/ \ 己 

が パリィに 滞留して ゐる 間、 この 男が 一し よに 住って 

くれる ことにな つた。 二人の 中で は 己の 方が 比較的 融 

通が 利く ので、 家賃 は 己が 払 ふこと にして 妙な 家 を 借 

りた。 それ はフ ォォブ ウル. サン. ジ エルマンの 片隅 

の 寂しい 所に ある 雨風に さらされて 見苦しくな つ て、 

次第に 荒れて 行く ばかりの 家で ある。 なんでも この 家 

に 就いては、 或る 迷信が 伝 へられて ゐ るの ださう だつ 

たが、 我々 は 別に それ を 穿鑿 もしなかった。 二人 はこ 

の 家 を 借りて、 丁度 その 頃の 陰気な 二人の 心 持に 適す 

る やうに 内部の 装飾 を 施した。 



かう 云った からと 云って、 己が 何 か 秘密 を訐 かう と 

する だら うだ の、 小説 を 書 くだらう だ のと 思 ふ の は 間 

違で ある。 この フランス 人に 就いて 己の 話す の は 簡単 

な 事実に 過ぎない。 その 事実 は 過度に 働いて ゐる、 事 

に 依ったら 病的な 悟性の 作用 かも 知れない。 当時の こ 

の 人の 観察の 為 方 は 次の 例 を 以て 人に 理解させる のが 

最も 適当で あらう。 

或る 晚の ことであった。 我々 二人 は バレエ • 口 アイ 

アルの 附近の 長い、 汚い 町 を、 ぶら/ \ 歩いて ゐた。 

二人とも 何 か考へ 込んで ゐ たので、 十五 分 間 程 一言 も 

物 を 言 はずに ゐた。 突然 ドュ パンが 云った。 



「実際 あいつ は 馬鹿に 小さい 男で、 どうしても 寄席に 

出た 方が 柄に 合って ゐ るね ご 

「無論 さう さ ご 

己 は 覚えず この 返事 をした。 余り 深く 考へ 込んで ゐ 

たので、 己 は 最初 - J の 問答 をな ん の 不思 議 もない やう 

に 思った。 併し この 問答 は 己の 黙って 考 へて ゐる こと 

の 続きに なって ゐる。 

己 は それに 気が付い たので、 びっくり せずに はゐら 

れ なかった。 己 は 真面目に 云った。 

「おい。 ドュ パン。 あんまり 不思議 ぢ やない か。 正直 

に 言 ふが、 今 の 話 は 実際 君 の 口から 出て 僕 の 耳に 這 入 



の だら うご 

「果物屋 だって。 どんな 果物屋 だい。 僕に はまる で 心 

旦ー 力な レカ 」 

「それ。 さっきの 町の 曲 角で 君に 打つ 付かった 男 さ。 

さう さね。 十五 分ば かり 前だった かな ご 

セェ まち 

かう 云 はれて 己 は 思 ひ 出した。 成程 己が C 町から 今 

立って ゐる 抜道に 曲り 掛かった 時、 林檎 を 盛った 大籠 

を 頭に 載せた 男が 己に 打つ 付かって、 己 は 倒れさう に 

なった の だ。 併し それと シャン チ リイとの 間に どんな 

連絡が あるか、 己に はま だ 分からない。 

ラ そつ 

併し ドュ パン は 決して 譃衝 きではなかった。 己に 説 



明して 聞かせた ところ はかう である。 「そんなら 君に 

言 つて 聞かせよう。 君に 得心の 行く やう に 思想 の 連鎖 

を 逆に 手繰って 見よう。 まづ 君の 考へ 込んで ゐる 時、 

僕が 突然 声を掛けた、 あの 時 を 起点と して、 あれから 

逆に 戻る の だね。 そして あの 果物屋の 打つ 付かった 時 

かど 

まで 帰り 着けば 好い わけ だね。 この 連鎖の 主な 廉々 は 

一、 シャン チリ ィニ、 オリ ヨン 三、 ドクトル. ニコル 

ス四、 ェピ クロス 五、 立体幾何学 六、 敷石 七、 果物屋 

とかう 云 ふ 順序 だよ ご 

思想が 転変し て 或る 帰着 点 に 到達す る 順序 を 逆 に 考 

へて 見る と 云 ふ 事 は、 随分 誰でも 遣って 見る 事で ある。 



さう 云 ふ 事 は 随分 面白い。 始て 遣って 見た 人 は、 その 

連鎖の 始と 終と を 並べて 見て、 その 二つが 非常に 懸隔 

して ゐ るのに 驚 くだらう。 己 は 友達の 話 を 聞いて 非常 

に 驚いた。 それが 事実であった からで ある。 

友達 はかう 云った。 「もし 僕の 記憶が 誤って ゐ なか 

つたら、 君と 僕と は C 町から 曲る 前に 馬の 話 をして ゐ 

たね。 それ 切り 物 を 言 はなくな つたの だ。 それから 角 

を 曲って この 抜道に 出る とたんに、 林檎 を 盛った 大籠 

を 頭に 載せた 果物屋が 龃 けて 来て、 君に 打つ 付かった。 

その 時 君 は 往来に 敷く 敷石の 積んで あるのに 足 を蹈み 

掛けた。 その 石が ぐら 付く と、 君 はすべ つて 少し 足 を 



たからに は、 君 は それと 同時に、 多分 オリ ヨン 星の 霧 

を 仰向いて 見る だら うと、 僕は考 へた。 君 は 果して 仰 

向いて 天 を 見た。 そこで 僕の 推測の 当った のが 分かつ 

た。 ところで きの ふ あの ミュゼ ェと云 ふ 雑誌に 俳優 シ 

ヤン チリ ィを 嘲った 諷刺 的 批評が 出た ね。 あの 批評の 

中に シャン チ リイが 靴屋 を 止めて 舞台に 出た 時、 名 を 

変へ たこと を 冷 かして ラテンの 詩句が 引いて あった。 

^-Q^a^a^ ^prt^8p prima sonum と 云、 <? び-だね 

この 詩句に 就いては、 僕が 前に 君に 話した 事が ある。 

僕の 云った の は、 この 詩句 は オリ ヨン 星の 事 を 指した 

もので、 オリ ヨンの 古い 名 は ユリ ヨンだった と 云った 



ぁリ。 卓の 抽斗 抜き出し ありて、 手 を 着けた る ものと 

きょた 

見 ゆれ ども、 猶許 多の 物件の 残リ をる を 見る。 鉄製 小 

金庫 一箇、 敷布団の 下に あり。 (寝台の 下に は あらず。) 

金庫 は 開き ありて、 鍵 は 鑰の孔 に 差した る 儘な り。 

金庫 内に は 古き 手紙 若干と 余り 重要と も 見えざる 書類 

と あるの み。 

女主 人 レス パネ 工夫 人の 行方 は 最初 不明な りき。 既 

にして 人々 は カミン 炉の 上に 多量の 煤 ある を 見て、 試 

に炉 中を検 せし に、 人の 想像に も 及ばざる 程の 残酷な 

る 事実 を 発見せ り。 女主 人の 娘の 屍体 倒さまに 炉の煙 

突に 押し込み ありし ことこれ なり。 頭 を 下にして、 非 



来客 ありし を 見た る ことなし。 母子が 全く 奉公人 を 使 

ひ をら ざり しこと は 確実な り。 家屋に は 第 四 層の 外、 

何処に も 家財 を備へ あら ざり しもの、 如し。 

ピエ エル . モロ ォは 煙草 商な り。 その 申立 次の 如し。 

本人 は 殆ど 四 年 前より 少量の 刻 煙草 及 嗅 煙草 を レス パ 

ネェ 夫人に 売却し をれ り。 本人 は 近隣に て 生れし もの 

にて 未 曾って 住所 を 離れた る ことなし。 レス パネ ェ家 

の 母子 は 彼 屍体 を 発見した る 家に 移住して より 六 年余 

になれ リ。 彼 家屋に は 初め 宝石商の 住める ありて、 そ 

の 人 は 上層の 諸 室 を 種々 の 貸借 人に 貸し ゐ たり。 元来 

家屋 は レス パネ 工夫 人の 所有な りしに、 宝石商 これ を 



借り受け をり、 濫に 上層 を 他人に 又貸しし たる 故、 夫 

けんえん 

人 は その 所為に 慊焉 たる もの ぁリ。 終に 自ら 屋内に 移 

り 来て、 それより 上層 を 何人に も 貸す ことな かりき。 

老 夫人 は 子供ら しくな りゐ たり。 本人 は 前後 六 年の 間 

に レス パネ ェ 家の 娘に 五六 回 会見せ り。 母子と も 社交 

を 避け ゐ たり。 世評に 依れば 財産家な りし もの ゝ 如し _ 

本人 は 隣家の 人の 口より 老 夫人が 巫女な りし こと を 聞 

きしが 信ぜ ざリ き。 老 夫人の 家に 出入す る 人 は 殆ど 絶 

無に て、 母子の 外出す る を 見掛けし 外に は、 門番の 男 

の 顔 を 一 二回 見た ると、 医師の 出入す る を 八 九 回 見た 

ると を 記憶す るの み。 



と を 得た るが、 その 人 は フランス 人な りし もの、 如し _ 

無論 女子に は あら ざり き。 外道と 叫び、 馬鹿と 叫びし 

を辨 別した るな り。 後の 人 は 外国人な りしが 如し。 男 

女の 別 明かなら ず。 何 国の 語と も 決し 難 けれども、 恐 

くはス パニァ 語な リ しならん か。 本人の 申し立て たる 

室内の 状況 は 余 等が 昨日の 紙上に 記した ると ころと 異 

る ことなし。 

アン リイ. ドュ ヮルは 隣家の 飾 職に して、 主に 銀 細 

ェを なせり。 その 申立 次の 如し。 本人 は 屋内に 最初に 

入りた る 中の 一 人な り。 初めの 状況 は 憲兵 卒ミ ュゼェ 

の 申立に 同じ。 屋内に 入りた る 数人 は、 内より 扉 を 鎖 



ォ ォデン ハイ メル は 飲食店の 主人に して、 その 申立 

次の 如し。 本人 は 法廷より 召喚せられ しものに あらず。 

陳述の 為め 自ら 進んで 法廷に 出向きた る ものな り。 本 

人 は フランス語 を 善くせ ざる ゆ ゑ 通訳に 由り て 申し 立 

てたり。 本人 は アムステルダムに 生れし ものな リ。 本 

人 は 彼 屋内に て 叫 声の 起リ たる 時 町 を 通り掛かり しも 

のな り。 叫 声の 聞え し は 数 分 間と 覚ゅ。 恐く は 十分 間 

位な りしな らん。 高声 を 長く 引きた る ものに て、 気味 

悪く、 神経 を 震盪す るが 如き 響な りき。 本人 は 屋内に 

入りた る 数人の 中な リ。 屋内の 事に 関する 申立 は 前 数 

ほ- ゝ 

人と 略 同じ けれども、 只 一 箇条 相違せ り。 本人の 推測 



ば 登ら ざり き。 これ 平生 神経質な るが ゆ ゑに、 惨状 を 

見て 興奮 せんこと を 恐れし が ゆ ゑな リ。 物 争 をな す 人 

の 声 は 聞え たり。 そっけなき 声 は 男子に て フランス 人 

なりきと 思 はる。 そ の 語 をば 聞き取る y j と 能 は ざり き。 

鋭き 声の 主 は イギリス 人な りし こと 確実な りと 云へ り。 

本人 は イギリス 語 を 解せ ざれ ども、 発音に 由り て 判断 

したりと 云 ふ。 

アル ベルト ォ • モン タニは 菓子 商な り。 その 申立 次 

の 如し。 本人 は 最初に 梯子 を 登りし 一 人な リ。 疑 はし 

き 二人の 声 を 聞け り。 そっけなき 声 は フランス 人な り 

きと 思 はる。 数 語 をば たしかに 聞き取りたり。 鋭き 声 



犯な りと せん も、 古来 パリィ 巿 中に 於て 此の 如く 事体 

暗黒に して、 細部 分まで も 不可思議なる 殺人犯 を 出し 

たる ことなし。 今に 至る まで 警察 は 何等の 手掛かり を 

も 有せず と 云 ふ。 これ 此の 如き 刑事 問題に ありて は殆 

ど 前例な き 事実な リ とす。 又 警察 以外の 方面より 見る 

力た 力げ 

に、 これ 亦 この 恐怖すべき 出来事に 対して 説明の 片影 

を だに 捉へ 得た る ものな しご 

新聞の 夕刊に は、 聖 ロッキ ユウ ス町 では まだ 人心が 

さ よ う /\ 

洶々 として ゐ ると 云 ふ 事、 犯罪の 場所 を再応 綿密に 

調べたり、 続いて 証人 を 呼び出して 審問したり したが、 

いづれ も 得る 所がなかった と 云 ふ 事な どが 出て ゐる。 



無駄になる。 それに 反して 横目で ちょいと 見る と、 少 

い 量の 光線に 対する 感受性が 鋭敏な ので 却て 好く 見え 

る。 それと 同じ 道理で 深く えぐった 捜索 法 は 人の 思量 

を 鈍らせて 混雑させる。 金星 位な 星 だつ てぢかに ぢっ 

と 見詰めて ゐ ると、 とう/ \ 天の 何処に もゐ なくなつ 

てし まふよ。 そこで あの 殺人事件 だが ね。 あれに 就い 

て 考案 を 立てる に は、 まづ 我々 ばかりの 手で 特別な 捜 

索 をし なくて はならない ね。 そいつが 随分 面白から う 

と 思 ふよ ご 

ドュ パンが かう 云った 時、 あのい ま はしい 犯罪の 形 

跡 を 尋ねる のが 面白から うと 云 ふの を、 己 は 随分 異様 



に 感じた。 併し 黙って ゐた。 友達 は 語 を 継いだ。 

「それに あの ルボンと 云 ふ 男に は、 僕 は 一 度 世話にな 

つた 事が ある。 だから あいつ を 救って 遣る の は、 僕の 

為め に は 報恩になる の だ。 兎に角 君と 一 しょに 犯罪の 

ヂェ 

場所 を 実検し よ うぢ やない か。 幸 僕 は G 警視 を 知って 

ゐ るから あそこ へ 往 つて 見る だけの 許可 を 得る の は 造 

作 はない よご 

友達 はかう 云って 直ぐに それだけの 手続 を 実行した。 

そこで 我々 二人 は 早速 病院 横町へ 出向いた。 この 横町 

は リシ ユリ ョォ 町と 聖 ロッキ ュ ウス 町と を 連接した 狭 

い 道で、 パリィの 横町の 中で、 一番 貧乏 臭い 横町の 一 



きりと 限って くれる から、 僕 は 都合が 好い と 思 ふ。 な 

ぜ 警察が ま) J ( して ゐ るかと 思 ふと、 あの 場合 に 人 

を 殺す だけの 動機 はよ しゃ 推測す る ことが 出来る とし 

ざま 

て も、 なぜ あれ 程 惨酷な 殺し 態 をし なくて はなら なか 

つた かと 云 ふ 動機が どうしても 見付からない からだ。 

娘の 殺されて ゐた 部屋に 誰も ゐ なかった と 云 ふ 事実、 

それから 梯子 を 登って 行った 人と 擦れ違 はずに、 人間 

が あの 家から 逃げ出す 害がない と 云 ふ 推測、 この 二つ 

の ものと、 多くの 人の 聞いた と 云 ふ 争論の 声と を 結び 

付ける こと はどうしても 出来な い。 そこで 警察 は 途方 

にくれ てゐ る。 それから あの 部屋が 極端に 荒されて あ 



事件に 或る 関係 を 有して ゐる 人物な の だ。 僕の 推察で 

は、 その 男 は 犯罪の 最も 重大な 部分に 対する 責任 は 持 

つて ゐ ないだら う。 大抵 僕の 推理 は 適 中す る 積り だ。 

僕の 謎 を 解く 手段 は、 今 来る 客 を 基礎に して ゐ るの だ 

から、 これが 適 中し なくて はならない の だ。 もう そ 

ろ/^ 来さうな もの だと 思 ふが。 それ はどう かする と 

来ない かも 知れない。 併し 先 づ僕は 来る 方 だと 思 ふ。 

そこで 来たら そい つ を 逃さない やうに しなくて はなら 

ない。 見 給へ。 こ、 に 拳銃が 二つ ある。 君 も 僕 も 打つ 

事 は 知って ゐる。 これが 用に 立つ かも 知れない の だ 

よご 



いは ゆる 

人 も 所謂 そっけない 声に 就いては 異論がなかった。 と 

まち/、 

ころが 所謂 鋭い 声と なると 区々 な こと を 云 つて ゐる。 

イタリア 人 だと か、 イギリス 人 だと か、 スパニ ァ人だ 

とか、 フランス 人 だと か 云 ふが、 要するに その 申立 を 

した 人が 自国の 人でなくて、 外国の 人 だと 思った の だ。 

仮令ば フランス 人の 云 ふに は あれ は、 多分 スパ ニァ人 

であった だら う、 若し 自分に スパ ニァ 語が 分かったら、 

何 を 言った か、 一 言 や 二言 は 分かった に 違 ひない と 云 

ふ。 又 フランス語 を 知らないので、 通訳 を 以て 申し 立 

てた オランダ 人 は、 その 鋭い 声 を フランス 人 だら うと 

云 ふ。 ドイツ語の 分からない イギリス 人 は ドイツ語 だ 



けて、 一直線に 進んで 行く。 この場合に 僕が 君に 対し 

てして ゐる 説明 は、 その 非常な 軽捷な 体と、 例の 不思 

議な、 鋭い、 又は 叫ぶ やうな 声と を 連係 させて 考 へて 

まち./......' 

貰 はう とする にある の だ。 あの 証人 共が 区々 な 聞き取 

りゃう をした、 詞に 組み立てられて ゐ なかった 声と 連 

係させる の だね ご 

これまで 聞いた 時、 僕 はドュ パンの 説明が、 不 確な 

がら、 どうやら ぼんやり 分か リ 掛かった やうな 気がし 

た。 今少しで 分か リ さう になって、 まだ 分からな いと 

云 ふ 点に 到着した。 好く 忘れた 事 を 思 ひ 出さう とする 

時、 誰に も そんな 経験が ある もの だが、 今少しで 思 ひ 



いた 力 は 大した もので はない か。 それからお 婆あさん 

の吭の 切り やう だね。 吭を 切った y けなら 好い が、 頭 

が 胴から 切り放し てあつた。 然も それが 剃刀で 遣った 

らしい の だね。 それだけ だって 人間ら しくない 粗暴な 

為 業 だ。 その外 夫人の 体の 挫傷 も 下手人の 力の 非常に 

強い 証拠になる。 ド ユマ ァと云 ふ 医者と、 ェチ アンヌ 

と 云 ふ 助手と が、 鈍い 器で 付けた 創 だと 云った が、 如 

何にも その 通りで、 その 鈍い 器 は、 僕の 考 では、 あの 

中庭に 敷いて ある 敷石 だ。 警察の 奴等が そこに 気の 付 

かなかった の は、 例の 窓枠に 気の 付かなかった のと 同 

じ わけ だ。 内から 釘が 插 して あると 云 ふだけ を 見て、 



「猩々 一 頭、 右は大 いなる 黄褐色の ものにして、 ボル 

ネオ 島に 産した る もの、 如し。 本 月 〇〇 日 (この 所に 

殺人事件の ありし 翌日の 日附 あり) 朝 ボア • ド • ブゥ 

ロニ ュに 於て 捕獲す。 この 動物 は マルタ 航海 会社の 汽 

船の 乗組 水夫が 飼養し ゐ たる ものなる こと を 聞け り。 

同人 は 左の 家宅に 来り、 動物の 状態 を 説明し、 捕獲 並 

に 飼養の 入費 を支辨 するとき は、 動物 を 受け取る こと 

を 得べ し。 フ ォォブ ウル • サン • ジ エルマン 町 〇 番地 

第三 層 屋。」 

己 はドュ パンに 問うた。 「マルタ 航海 会社と 云 ふの 

はどうして 分かった の だね ご 



「それ は 僕 も 実際 知らないの だ。 少 くもた しかに は 知 

らな いの だ。 併し この 紐の 切 を 見て くれ 給へ。 これ は 

きれ べんぱつ 

布の 様子と 油染みた 所と から 見る と、 水夫が 辮髪 を 縛 

る 紐ら しい。 それに この 結 玉 を 見 給へ。 これ は 水夫で 

なくて は 出来ない 結 方 だ。 それに この 結 方 をす るの は、 

まづ マルタ 航海 会社の 水夫ら しい。 僕 は あの 避雷針の 

針金 を 支へ た 棒の 下で これ を 拾って、 そして どうして 

も 殺された 女達の 物で ない と 思った の だ。 この 紐が 水 

夫に なって ゐる フランス 人の 物で、 その 水夫が マルタ 

航海 会社に 使 はれて ゐる かどう だか、 それ はたし かに 

は 分からな いが、 兎に角 獎 はさう 判断して S 告 をして 



「君、 その 拳銃 を 持って くれ 給へ。 併し 僕が 合図 をす 

るまで 出して 見せて は 行けない よご ドュ パンが かう 

云った。 

家の 第一 層の 門口 は 開いて ゐ たので、 来た 人 は ベル 

を 鳴らさずに 這 入って、 第三 層まで 梯子 を 登って 来た _ 

それから 我々 のゐる 室の 外の 廊下に 来て、 暫く 立ち 留 

まって ゐた。 その内 又 梯子 を 下りる 足音が した。 ドュ 

パン は 忙しげに 戸口へ 出ようと した。 その 時 足音 は 又 

梯子 を 登って 来る やうに 聞え た。 今度 は 猶予せ ずに 戸 

の 外まで 来て 戸 を 叩いた。 

「お 這 入りなさい」 と 暢気ら し い 大声 でドュ パンが ど 



を 持って ゐるぢ やない か。 わたし は 羨し くて ならない 

ね。 あれで 幾つ 位に なって ゐ るの だら うご ドュ パン 

はこん な 調子で 話し掛けた。 

水夫 は 太い 息をした。 やれ/ \ 余計な 心配 をした が、 

^ J の 調子なら 安心 だ と 思ったら しい。 そして ゆっくり 

した 詞で 云った。 「さう です ね。 わたし も 好く は 知り 

ません が、 精々 四 歳 か 五 歳 位で せう。 こゝに 置いて あ 

ります かご 

「いや、 どうも この 家に は あれ を 入れて 置く やうな 場 

かしう まや 

所がない からね。 ぢき 側の ドュブ ウル 町の 貸 廐に 預 

けて あるから、 あすの 朝 取りに 住って 下さい。 君が 持 



結構な のです。 わたし 自分で さへ 譃の やうに 思 はれる 

のです からね。 その 癖 あの 事件 はわた しの 知った 事で 

はない のです。 まあ、 首に 掛かる かも 知れない が、 実 

際の 所 を 話し ませう ご 

水夫の 話 は 大略 かう である。 水夫 は 近頃 東印度 群島 

へ往 つた。 その 時 ボル ネオに 上陸して 仲間と 一し よに 

山に 這 入った。 そして 今一 人の 男に 手伝って 貰って、 

猩々 を 生 捕った。 その 男 は 死んだ。 そこで 猩々 は 自分 

一人の 所有に なった。 猩々 は 中々 馴れない ので 帰途に 

は 随分 困った。 併しとう/ \ パリィへ 連れて 戻った。 

水夫 は 船に ゐた時 足 を 怪我 をして、 それ を 直す 為め に 



パネ 工夫 人の 住んで ゐた第 四 層屋の 窓であった。 猩々 

は 窓の 下へ 駆け寄った。 そして 避雷針の 針金 を 支へ た 

棒 を 見付けて、 それに 登った。 そして 壁に ぴったり 付 

くやう に 開いて ゐた 窓の 外の 戸の 桟に摑 かまって、 室 

内の 寝台の 上に 飛び込んだ。 それが 一 分 間と は 掛から 

うしろ 

なかった。 猩々 は 室に 這 入る 時、 外の 戸 を 背後へ 撥ね 

たので、 外の 戸 は 又 開いた。 水夫 は 安心した やうな、 

又 気に 掛かる やうな 心 持が した。 なぜ 安心した かと 云 

ふに、 猩々 は 同じ 棒 を 伝って 下りて 来る ょリ外 はない 

から 自分で If に 掛かった やうな もので、 もう 摑ま へら 

れさ うだと 思った からで ある。 なぜ 気に 掛かる やうに 



が 人の 顔 を 剃る 真似で もして ゐる やうに 見えた。 夫人 

の 髪 を摑ん だの は、 多分 夫人が 髪 をと かして ゐ たので、 

猩々 がそれ に 手 を 出した の だら う。 娘 は 床に 倒れて ゐ 

た。 気 を 失って ゐ たらしい。 猩々 は 最初い たづら をす 

る 積り であった のに、 夫人が 叫びながら 振り放さ うと 

する ので、 獣 も それに 抗抵 する うちに 気が 荒くな つた 

のど 

らしい。 猩々 は カー ぱい 剃刀で 吭を 切った。 頭が 殆ど 

胴から 離れさう になる 程 切った。 猩々 は 血 を 見た ので、 

いよ/^ 気が 荒くな つた。 そして 目 を 光らせ、 歯を剝 

き 出して、 倒れて ゐた 娘に 飛び掛かって、 右の 手の平 

で吭を 締めて、 息の 絶える まで 放さなかった。 そのと 



この 水夫の 話に 附け 加へ る 事 は 格別ない。 レス パネ 

工夫 人の 家に 駆け 着けた 人々 が、 梯子 を 登りながら 聞 

いた 声 は、 猩々 の 叫 声と、 窓から どなった 水夫の 声と 

であった。 猩々 は 人々 が 外から 部屋の 戸 を 破る 時 窓へ 

逃げて 来て、 外へ 飛び出して 跡の 戸 を 撥ね 返した もの 

と 見える。 

猩々 は 後に 水夫の 手に 戻って、 水夫 は それ を ジャル 

ダ ン . デ . プラントへ 高 い 値段に 売 つた。 

それより 前に、 ドュ パンが 水夫の 話 を 書き取って、 



ない。 精々 頭と 肩と だけし かない。 大口 魚の 様な もの 

だ。 併し 兎に角 あれで も 人に 敏捷 だと 評判 せられる だ 

けがえ らいよ。 あんな 評判 を 取る 人間 は、 ルソォ の 所 

De nier ce qui est, et d-expliquer ce qui n-esl: p-els 

(Nouvelle n^loise) と 云 ふ 秘訣 を 心 待て ゐ るの だ。 自 

分が どんな 人間 だと 云 ふこと を 隠して、 自分の さう で 

ない 人間に 見せて ゐ るの だね ご 

此 小説の 首 に は サァ. トォ マス. ブラウンの 語 を 「モ 

ッ トォ」 にして 書いて ある。 それから 分析 的 精神 作 

用と 云 ふ ものに 就いて、 議論ら しい 事が 大ぶ 書いて 
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